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＜連絡・協議事項＞

○ 青仁会ふれあい秋祭り進捗状況の確認

1 展示について

「認知症」「アルコール依存症」「統合失調症」については作成し、フォルダに入れてあるが、「アルコール依存症」「統合失調症」については内容的に薄かったり、表現が一般者向けにはやや難しい所などもあるので、現在修正作業を行っています。「自立支援法について」「心の病」「うつ」については、現在作成中で、明日課長が最終確認をとって行きます。

↓

・印刷用の用紙は、明日(10/5)に納品予定で、最終確認後ＯＫのものから順次印刷をしていくことにします。

・展示コーナーについては、10/7（金）の午前中からパネルを運び入れ配置について検討をしていきます。

・精神疾患についての小冊子も広報で取り寄せているということなので、当日配布していく予定です。

・またバーチャルハルシネーションについては、今年は一台のみですが、実施していく予定です。

2 模擬店について

・屋台の物品～焼きそばで使用する鉄板・へらに関しては、青山荘から借用しています。その他の物品については、北病棟にすべて揃っている（確認済み）ので、10/7（金）13:00～北病棟で最終の物品確認を行い、14:00～材料の調理を行う予定です。

・屋台に値段表（チケットで買えることを記入）→会場・設営担当が管理をする。
・装飾は病院ＯＴ摩尼まで（お花等あり）：各屋台の装飾を前日までに完成させるように作業を進める。→会場・設営担当が管理をする。（風船もたくさん在介にあるということなので、どうするか至急確認）
3 会場設営について

・催し物、展示内容の一覧を会場のところどころに貼る→広報委員会に至急依頼のこと
・会場案内を矢印で表示を検討している。
・現在地を記した地図を会場に設置
・音響セットはどうなっているのか？（去年当日に病棟、ＯＴから借りていた為）
→大きな拡声器があるということで、会場設営係が庶務に確認予定。
・ゴミ箱設置場所（分別するのか）→ダンボールで作成予定。

・チケット売り場に、使用目的（食べ物、ゲームに利用）、バザーは現金でと張り紙をする。

4 その他の確認事項について

・喫煙所のお知らせ。禁煙であれば、禁煙と張り紙→担当課長へ高橋さん至急確認
・トイレの場所の張り紙→今回どうするのか？高橋さん至急確認

・外来者用のスリッパの確保→展示を見て歩くときに必要。

・また靴を入れて歩くビニール袋の確保。→玄関に靴を置きっぱなしにしないようにする。

・南Ａユニットの施錠をどうするか？

・南Ａユニットの玄関オートドアの確認スタッフを１名確保する。

・昨年度は現場での混乱が見られていたので、今年は祭り当日の各担当の連絡体制を、明確にしておくことが必要。

→指揮・命令系統をはっきりさせておく。：高橋さん、諏訪さんにもそれぞれPHS

を持ってもらい、情報を集約するようにする。

（他部署が担当しているもので不明な点）

・バザー会場に現金で買う事を記入。半額になったら、ただいま半額中と看板を立てる？
・外のイベントのお知らせ（ポスター？）→すでに数箇所張ってあるようだか…？担当課長に確認を取ること！
・駐車場の場所（チラシをつくるのか？）→南山が誘導担当（４名）～配置場所について４ヵ所必要。
・スタンプラリーの景品交換所は？→南山が担当
・総合案内の役割が現時点であまりにも不明確であるので、至急確認。

○ 上半期事業報告・修正について

・各病棟とも早めに中間報告を作成しておくようにしてください。総務よりヒアリングの開催時期の案内が来ていますが、看護課は11月７（月）～11（金）で検討していきたいと思います。

○ ＳＷ業務再編に関して

・各病棟現場との協議が済んでいますが下記のような問題が上がっていました。

1 インテーク技術や方法について

2 家族会開催の手順・方法について

3 青山荘入所など他部門への患者入所についての方法

4 介護保健等医療費補助制度について

↓

・病棟現場としては、実際に具体的なＳＷ業務一つ一つについてすべて把握しているわけではないので、現場で患者からのニーズや問題があった場合に、病棟に配属となっているＳＷに一つ一つ業務確認をしながら進めている状況に現在ある。

・ＳＷの業務整理及び確立については、現在煩雑となっているのが現状であり、今回のＳＷの病棟配置の目的は、基本的な患者対応技術の習得にあるようだが、それとともにＳＷサイドで病棟で現在確認しながら行っている作業一つ一つについても早期に体系化を図っていくことが必要ではないか？

→このことについては診療課長に報告の上、その体制を看護課と協議していくことが必要。

○ 中途採用者に対しての基礎教育について

・現在中途採用者に対しての基礎教育が行われていない状況なので、11月から実施予定。

・それにともなって教育内容の見直しをする必要がある。

→これまで｢看護・介護とは｣｢観察｣｢治療プログラム｣｢記録｣｢患者評価｣｢感染対策｣｢安全管理｣｢褥瘡対策｣を基礎教育項目とし、一週間の期間を使用し行ってきた。

・今後については、基本的な疾患理解や患者対応についての項目も取り入れる必要があるのではないか？期間について現状の期間で実施していくのが妥当と考える。

○ ローテーション研修内容の見直しについて

・今回中途採用者の研修計画を課長が作成をしましたが、各病棟で何をポイントに教育をするのか不足点を補足しながら明確にしていく必要があります。

東病棟→隔離・身体拘束・行動制限

西病棟→個別ケア・日常生活支援

北病棟→ＳＳＴ・回想法

南病棟→ユニットケア・高齢者看護

外来→機能と他施設との連携

通所→デイ・デイナイト・ナイト

・各部署は、各項目を中心に計画内容の見直しを10月中に行い、作成するようにしてください。

○ 視察研修について

・視察研修参加の人選が済んでいます。

・視察先で何を学んできてほしいか？

（質問事項について）

・木崎病院に対しては、看護教育体制が構築されているようなので、そのシステムのあり方についてとスタッフ教育の現状・問題点・対策について学んできてほしい。

↓

各自各病院に関しての情報を収集し、質問事項について考え、次回会議にて取りまとめを行っていきます。

○ 外来業務のヘルプスタッフについて

・現在一部のスタッフだけによる外来業務のヘルプが行われており、病棟業務に負担がかかっている現状があり、ヘルプスタッフの養成を至急行っていく必要がある。

↓

候補スタッフとして、村舘（東）、小向・杉沢（南）、濱谷（西）を挙げますので、課長に確認をとり検討していく。（担当は外来）

○ 東病棟における新人スタッフ教育のあり方についての確認

（現状問題）

・新人スタッフから一定のユニットにしか業務配置がされておらず業務を遂行していく上で不安との声が出ている…

（回答）

・合併症室は中心にしてきたが、Ｂ及びＤユニットと合併症室をスタッフ２名で担当する形ももりこんではきた。確かに、東病棟の特徴を考えれば、急性期という東Ａフロアーを出発として、特徴理解と指導をしていくべきでした。あまり深く考えず、合併→ＢＤユニット→ＡＣユニットの流れの段階は考えていましたが、本人の精神科の特徴理解が出来ていないことの不安を考えることが出来なかったことは、今回の反省として指導のあり方を再検討します。

→このことは東病棟だけに言えることではなく、各病棟の管理責任者は病棟の方針や特徴・現状問題について常に把握し、その解決策について検討する姿勢が不可欠。

